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欧米再遊日誌（2）

理學博士山本一清

7月6日（水曜日）

　激洲へ米子から渡るためには，適當な船を一刻も早く約束しなければなるま

いと思ぴ，今日は朝から下町へ出かけて，スエ1デン汽船や，フランス船，英

國船，イタリや船等をあさり歩いたが，午後になって，トマス・クク族行會刺：

の周旋により，ドイツ船’Deutschsland號が良ささうな事が知れたので，同祠二

からニウヨ1クの汽船愈杜へ交渉の電報を打って貰ふことにした．16時になっ

て，良V・船室の室いてるることが知れ，約束した．

　新聞に，紳戸の水害の記事が出てみる．

7月7日（木曜日）

　朝，街路を散歩してみると，はからずも，15年前れバン神學校門門の際守

ったことのある佐藤氏に遭った．それから，叉，クク會肚へ行って，汽船賃

と，ドイツ國流用の族行用マルクとを買ひ，次いでユ＝オン・パシフィク鐵道

支店でニウヨ1クまでの往復切符を買った．

　午後は荷作り，16時過ぎ，それも絡つたので，フオルサム街に木崎氏を訪

ね，晩餐を頂いた．

　20時05分，木崎氏に見逃られて，ロスアンゲレス騨を出営．

7月8日（金曜日）

　昨夜から乗ってみるのはユニオン・パシフィク御自慢の“The　Challenger”

と呼ぶ列車である・日本語に鐸すると“此れでもか！”號とでも言ふべきか？

實に優秀なモダン列車である・コ1チの車でも，まるで御殿造りのやうに美々

しV・，勿論，冷房装置であるため，窓外の暑さと比べて，實に勿艦ないやうに

思ふくらみ・午前中はネゾ1ダ州の高原を走ってみたが・午後はユタ州に入

り，18時ソルト・レ｝キ市に約牛時間停車した時聞を利用し，三三されるがま

玉に，伺市内の遊覧バスで一週した．有名なモルモン宗の本山やら，共の他の

景色は，珍らしかった・カリエンテ騨で山岳部時刻帯に入る．
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7月9日（土曜日）

　今日も同じ列車で東：へ々々走り績ける，正午頃，右の窓外にロキ1蓮山の山

頂に白雪が見える．

　20時05分オマハ着・こ」でワバシ線に乗りかへ，時計も中部標準時に攣っ

て，21時30分にセントルイ市へ向って出獲するt

7月10日（日曜日）

　朝8時0分，セントルイ．に着いた．クラーク博士の古事を尋ねるため，市中

に出て見たが，日曜のため，全く回れも居ない・それに，車中と違って，戸外

は酷暑で，實に閉回した．止むを得す，ボルチモア・オハヨ愈就の“Nationa1”

號に乗り，9時30分出費，ワシントン市に向ふ・17時44分，シンシナ1チ市に

着，20分ばかりの停車中に一寸散歩した・

　この汽車は，良い車だが，冷房がきし過ぎて，むしろ言い，それで，夜中，

参用のシャツやら，チョツキエっ，外套等，あらるる衣類を重ねて眠った！！

7月11日（月曜日）

　汽車は定刻8時に，ワシントン市ユニオン停車場に着・食事を絡って，電車

で海軍天交叉にRobertsonとLewis夫入とを訪ねた．去る9日Cheynue騨

から出して置いた丸山あての飛行郵便も今朝着いたとかで，貴君も飛行機でし

たか！～”との御挨拶である．リヰス夫人は“昨1937年の日食の接燭時刻の研究

を語って，A．　J．誌に投稿して置きました．貴君のペル1での観測結果は，米

山隊のカントン島での結果と非常によく一致しました．共に見事な御腕前で

す”と，御心めを頂いた・次いで，ロバ1トソン氏は，月の位置研究のために

は何百回の掩蔽観測よりも，日食の観測の方が遙かに重要であるとの詮を主張

せられる・後，自分は，リヰス夫人から，來る1940年10月のブラジルに於ける

皆既日食線の計算結果を見せられ，其れを窺し取った．

　午後は，13時4ミに，スミソン學院へ行って，5年ぶりにC・G・Abbot博士

に會つた．博士は太陽熱の攣動と氣象との關係についての最近の研究状況を詳

しく語られ，論文を2っ頂いた．それから，14時20分野コングレス直書館にブ

ラシ博士を訪ね．セントルイ市のクラ1ク博士の古事の調査を依頼した。ワシ

ントンは非常な暑さである・
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　15時45分，＝L・＝オン停車場からB．＆0．線の特急列車“The　Royal　Blue”

號に乗って出獲，19時44分ジャシ1市絡鮎騨に着，それから連絡バスでニウヨ

1ク市コロンブス臨場に着，次で，20時40分（市中の夏期時刻では21時40分）

第74街のコクマイ・ホテルに着いた．

7月12日（火曜日）

　朝食後，第5街の日本絡領事館へ郵便物を取りに行き，それからブリヂ街の

川崎汽船支店に矢島支店長を訪問，照罫引の愉快な航海であったことの報告と

感謝をした．次で，フジ亭で日本食の午餐を頂いた．ニウヨ1ク市では，日本

食の料理店が三々増して，邦人以外の客が誠に多いのは，一．i寸驚くべきことで

はなからうか！

　14時，第42街の満鐵支就を訪ねたが，武田所長は族行で，不在・次で第23通

りのB．＆0．鐵道停車場へ行って，荷物の事を確かめ，16時，宿に餓つた，

7月13日（水曜日）

　いよ口々今夜＝ウヨ1クから島町へ向けて豫約して置いた船が出帆するの

で，今日は朝から市内各方面へ買ひ物などに行き，船中の讃みものや，爲眞の

フイルム等を買った．自有のカメラ等が皆米國製のものなので，歓洲で之れ等

に合ふフイルムが容易に得られるか，eどうか，心配する・

　晩餐後，可なりゆっくり休息し，22時を過ぎて，見逡られっN宿を出で先づ

第23丁目河岸のB．＆0．鐵道停車場に激日來預けたまNになってみる荷物一・

ヶを受け取り，それから第46丁目の第86岸壁に横付けのバンブルグ・アメリカ

線7）‘IDeutschland”號レこ乗った．船室は第660號で小さくはあるが，濁り室で

ある…一船は猛牛を僅か過ぎて，24時5分に縄を解いた．室には滞日参画かい

てるる．港内港外の夜景を，他の船客と共に25時頃まで眺めた．風も波も無

い．

7月14日（木曜日）

　正午の船の位置，西経69。54！，北緯10。12！，直帥凡出來航走181海里．

　船では，朝食が8時牛，書食13時．晩食：は丑9峙と定められた．但し，滞員な

ので．食堂が狭く．之れは我々第2班の食事時刻である・

7月15日（金曜日）
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　正午の船の位置，西経59。52ノ，北緯41。08’．昨日よbJの航走460海型．

　二二，船内の時計を1時聞進めた．之れで，丁度，日本の中央標準時と比べ

ると，12時間の隔たりとなるから，彼我，三夜二二の形である・

　船中にドイツ國の族行案内部出張所Reise－BUroがあるので，自分は到着後

中央ドイツ周遊と，スエ1デン國への族行との汽車の切符を申し込んだ．此の

BUroの取り扱ひによると，ドイツ國内周遊の汽車賃は6割引，叉，國境への

線では7割3分引きである．

7月16日（土二日）

　］E午の艦の位置，西纏49。52ノ，北緯41。56！．昨日よりの航走452海里．

　風も波も無いが，午後には非常な霧となり，夕刻頃，一一一i時，船は洋上で停船

した！　之れには少々驚いた．何しろ既のあたりは，急流や暖流と衝突する所

で，かの1912年に互船“Titanic”が永山にぶつつかって沈んだのも此の漫なの

だから，しかし，我等の船は20時過ぎからは叉フルスピ1ドで走り出し疫．

　今夜は，食堂で映書が見中られる・

7月17日（日曜日）

　正午の船の位置，西経40。40’．北緯45。551・昨日よりの航走435海里．

　朝は船内が非常に藤かなのと，船が少しも揺れないので，今朝は9時まで眠

った・10時牛から，婦人談話室で禮拝式があった．一・種の國際的二二式で，読

敏は3人の敦授が，それぞれ英語と，ドイツ語と，ホンガリや語とで話された

一しかし，流石にドイツ船なので，此の船D公用語も乗客の多藪の言葉も，

ドイツ語である．但し，小供たちは，アメリカ育ちが多いので，遠慮なく英語

でやってみる．

　夜は，夜牛過ぎまで食堂ではダンスの好きな蓮中が踊り狂ってみるらしV・．

しかし，室には少しも其れが聞えない．

7月18日（月曜日）　曇り．

　正午・の船の位置，西紹30。42t．北緯48。37ノ．咋日よりの航走466海里．

　正味23時間に466ノット走るのであるかち，船の雫均速力は毎時聞20ノット

以上である．自分が今．までに乗った船の最：高速力である・

今朝も眠り過ぎて，正午に起高した一風も波もなく，二二な航海である．
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船が北へ進むので，可なり塞くなり，冬のシャツ等を用みる．

7月19日（火曜日）　曇り．

　正午の船の位置．西経19。36！．北緯50。35’・昨日よりの航走448海淵・

　・今朝も12時まで眠った・

　船中，皆々退屈なので，午後，一人の小供がゴム風せんを誤って手放したの

で，高く室に舞ひ上った一一それが，追風のため，何時までも船と同じ速さで

室を飛んでみて，見えるものだから，大人たちも大騒ぎ！

　夜は“キノ”（映書）．どうも，ドイツ語のト1キ1は判りにくv・・

7月20日（水曜日）　曇り．

　朝からアイルランドの陸が見え，牛日ばかり其の西南岸に溜って東宮したが

11時，　Cobh港外に着き，錨を降した・こNはCork市に近V・港であるが，

港口の，まだ外洋と言ったやうな所で，停船して，小舟の客や荷物の揚げ降し

をやってみる．久しぶりで，新聞を見る．但し，毎日，船内で稜行してみる

‘‘ `tlant｛c　Post”に載ってみる國際ニウス以外は，興味もなV・・

　夜，釜々冷えるので，毛布を重ねる．

7月21日（未曜日）　曇り．

　朝6時に，フランスのシェルボール港に着いた・有名な港であるが，大きい

船らしいものは，我が船以外に一’一iつも見回らない．叉，船は港内に投錨したま

Nで，小船により貨客の揚げ降しをやるといふ規模なので，少々驚いた．7時20

分置出港．それから，北へ英國海峡を横切り，10時，英國ワィト島の水道に入

り，12時，サザンプトン港外のCowes濱の沖に投錨した．之れとも叉驚）・た

海洋の覇者たる大英國の有名な港の岸壁にまで此の船は近づかないで，全く田

舎の港外に停った有様である．海上は深いもやで，爾岸の様子も殆んど見えな

い．

　13時頃，船は叉動き始めたが，折角英國の南海岸の近くを走るのに，シ1イ

ングが非常に悪く，日没からはひどVb霧となり，一時停船して，汽笛ばかり吹

v・た．勿論，このあたりは，大船小船が縦横に通ってみるので，“衛突でもす

るのではなV・か”と，大に心配したが，夜が更けて，霧は晴れた．

7月22日（金曜日）晴れ，
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　久しぶりの快晴である・今曉3時頃，眼がさめて，窓から見た所，右舷にオ

ランダあたりの燈皇が3つばかり賑やかに見えてみたが，夜が明けてからも，

絶えず，ドイツの海岸を遙かに見つS進む，いよ々々今日はハムブルグに着く

ので，船客は朝から，落付v・てるない・

　正しく12時に，所謂“ハムブルグ港”帥ちCuxhavenの岸壁に着いた，岸

には多くの出迎え人も居て，船中の人々と，ナチス式の學手の禮を交換してみ

る．こSで，客も荷物も皆下船する．税關其の他の手績きに時聞を取ったの

で，皆，打ち揃ひ，臨時列車に乗ったのは16時10分であった．そして，途中

Harburgに一寸止っただけで，18時に本統のハムブルグ市の停車場に着V・k．

　自分は降車して，An　den　Alster街40番地のB．　Y．　J．　M．（基督教青年會

館）を訪ひ，紬幹事W・Stoltzner氏と，會員W．　Sauer氏とに會ひ，サゾ

1氏の世話で，門前のReichshofホテルに宿った．

7月23日（土曜日）　曇り．

　朝暫く散歩したが，9時に約束の青年Martin　Opitz君が來てくれるので，

案内されて，トマス・クク肚支店に行き，8月中旬のニユヨ1ク行きの船の事

を依頼し，それから，市外を遊覧した．まつ，Alsterdam街からRathaus，

Jungfernstieg街，　Neuerwall街，　Altersteinweg街，　Gross－Neumarkt廣場，

Neuersteinweg街，公園間のBismark侯石像，海洋氣象嘉，それからSt，

Pauli濱で，港内の船舶の往來がよく見える所で，休みつ，丁丁を取り，其の

後，名物だと言ふので，エルベ河底の大トンネルを往復し，次で，Seewarte

街からMichaelis寺院を見，序でにKlefeker街といふ奮時代の街路を町回に

撮り，Michaelis橋から，　Alterwall街を通り，元のAlsterdam街に出で，14

時にホテルに餅つた．夕方，下りで，叉，M6nckeberg街あたりを散歩した．

　　　　　　　　　　降「天界」原稿迭付先“
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